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帝王のさま間…唐太宗の「帝京篇卜首弁序JJI をめぐって

日立 荷台云

京都大ザ大学院人1111 環境学研究科共＇ I＇丈lijj学専攻

千6068501 1江主lidi/i：京［：＜：＂＇山二本松 111r

婆冨本総では l,'i'の太宗のみ作「Wd;(h;iJについてt冶じている まず持における典拠や修昨技

日、から受けた：；！i'却をl円らかにしている てのiで， Wi＋の問所に対寸るJ出与のほか！政治の耳I'll！と

してのi:&.1とについても示されている !!II ち併iーがいる「常！日JJ-'11（伎での行 •Ji を初めに摘さ！以

後には封掃の儀式に:CJする部討を柱、してi'i:品を結んでいる 仰の太宗がfl'られた「：，w,;, i,;,i」では
「Wi:EJ のなぷを持った彼の権力の及ぶ？~1111でのfrい及び品、守Jが示され その＇！.＇！ 1111を-/Yl;l:として正

を述べている（述ぷ） この計！日！と志向はWi:Eとしての身分がなければ絞店主できるものではない

それは：mHの「:,Y,');(J－ー－f'ii¥'Jのれ；りと呼応している

はじめに

i先代には既に， l肢の中にもlをJ抗1与することが判

官［となっていた 前防相削iの「子保Jlli¥J，「 i林

賦jなどが仰として栄げられるが天子の苑附4

'[i（室。成いは遊jLをj:!lfiに，物'Szの￥fl：列を過して9

HUJの象徴としてのお美を総力指，：r；：している そ

の卜fに指1i滑な典拠によってその祭併なti＞を！），凶行

しでも＇Iiきながらl 「r<11百誠一」に示されるように，

ある程度の；uLCT：性も持たせている r tr>rn （部）j
あるいは「）jJ ~J は土地としての存在以 Jcに 人

文や政治の工［ijlであったため。？ト；に文士がそれを

主題として創作し吟詠した 時代がliffil:になった

後は賦の代わりに「持jを「京城jを対Zとし
て｛日lIJ始めた，， 初日Iの狩においては都を主＼P告す

るfl'1'i'i'1が少なからず存在し， J1i初lこfiりYI'された約一

,T,'，は＇・＇；宗による「帝京総 jである 太宗は兆主と
してう己主lこ名を残しており i 詩ゃ賦は今なお百首

余りが伝わり 数の点では初日＇iの詩人で右に／I＼る

ものはいない しかし ii日される羽11!1は創｛字数

のみではない干！？王たる身分であ I）ながら 創刊

ii'；忠也1および泳部1されている文学：の｛三討しを視野lこ

入れて研究する＂＇ '1＼：許が重視するのはfl'1fi'：が生

じた 'i''f ；λtill ち·，~·敗一一一司＼＇： ：の！日町である ま

た帝王の／iii所に対する抗’ザのほか f帝京J;~J の

お十！すには政治の理想、としてのw化が示されてい
ることがl列らかになる 「情J)U,;iJを1J!H1悦すると？

二つの袋三五があると忠われる 一つは!It権を象徴

する空間であり もう一つは帝王がil1!if:、された行

'Iiである 「帝京J;;,iJ は情！ーがいる「？~［llJJ 一一一

品敗での行•Ji· をはじめに抗き 沿｛去には対禅の儀

式に烈：討することを示してi'F<W1を結んでいる莞

本稿では以ドの：「J也に沿って検討したい 「帝

王jについて文学の伝統が作品に及ぼした！；Ii初を

遡る一万で 詩における修静的昔、混法ャ丈字の！日

法。すなわち典拠から受けた：＼！；＼中をi切らかにした

い ここでは，市立fJのお主の作1弘を通して府の

太宗の作品に受け縦がれた 典拠の使別について

の伝統を探求する 「帝京総jの！iJf究を過して9

Ii！＼＇の太祭の「帝ヨ j としての身分が生み出す；1r’Ej'.
の姿態を垣間見ることが本総のmぬである

していることも挙げりれる 3 そのため太宗の 閉会問符jの巻頭の；；；y.は庇の太宗による「帝京

刊品に対して 研究者は’市にそこに隠れている政 的十＇：）＇(jj•序j である＇＂ 詩の序文において！太宗
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はTlff¥VIの帝王が専ら宮室の逃営！遊猟を重視して

いたことに深く感じ， i1n：政治の主ll惣に遡ること

を望んでいる

If！！＇、以正＂舜之品＼ l.fill奈淡之弊汗l成＂＇之 illl.
幾部•Ii＇珪之音」

（庶は嘉舜の加を以て 泰i英の弊をj自社い。成
:ij~のリIi をmゐてl 側没の五f を変へん）" 

認。舜はM'1cEの代表者であり，「成英JのJillも
古代の袈乏が奏でた I.IE楽」である＂ これを見
ゐと. l型去による施政を'1f!!J＼的な典範としている

ことが足｜！解できる＂ その上で，泰 i英代帝王の
「修IJii（者修）Jを否定した後

f政治相IT可悦.ff>j必泊：i毎之il'i千麟｜品IlTf玩。
｛可必ILt I控之問乎忠良lTf接，何必iiu:t干1111111乎

奴鈴可遊，何必lff;i世之 lニ乎稼'ff;Jζfι 以人

従欲，ト乳於χ滋I 君子恥之。放述帝京総以！VJ

雅；，！；：云 f:I~. 」

（放lこiAi11を悦すべき.f可ぞ必ずしもiJ:i毎の

i引をや麟陪jに玩すべき！何ぞ必ずしもILt I凌

のlllJにや忠良に殺すべき。何ぞ必ずしも泌

｝のや111111にや収Jiliに遊ぶべき， Mぞ必ずし

も鴻池の七にや 災を釈して撃を求め，人を

以て欲に従はしめば。大道を乱し！敦子之を

l応じる 放に「干i¥＇京総 Jを述べ以て雅志を
明らかにするのみと述べている）

日IIちI 自ら述べた通り，民iのコミ宗にはwtに
身近に「喜ぶ」。「奔する」。「接するJ，「遊
ぶ」人や所があり，速くに求める必望号がない

と強潤している その後！更に「務質求ゴ（＇.

以f二1ft欲，請し於大道！君子l応之jという言葉

をもって。「求1存（輩を；比むる）J，「flt欲（欲

に従ふ）」すべからずと I 自分を戒めようと

するそのような「求華（撃を求むる)J,

f従欲（欲に従ふ）Jに対する戒めも 自室の
i¥li'iil:. 遊猟に対する反発と呼応する 序文に

強訓されている。迷遊すべからずという事が

この｜一首の作，＼＇，＼に ill'き込まれ1 玉城でiJミ月を

経ることを拙写する

まず，この卜首の詳の主題をfilj単に述べておく

(I）宮般の外観及び生活環境 (2）心を終ち活か

せて向学する姿態 (3）武宴を開く所での武将に

よる弱猟の鐙it (4）楽館での音楽主主賞 (5）舌

的云

中の禁苑でのi昼食 (6）舟を停かべること (7) 

遊覚後の月色とii'i楽（i古の音楽）の鑑賞 (8）宴
~j；の楽しみ (9）笥司lの美人妃担任 (I 0）ー：，＼＇の

聖王を模範と L，教化した後，封榔の儀式を行い

たいという念願 つまり，序文で末主主が迷滋すべ

からずと強制したことに合わせて！創作に使う視

問。と経験は自分の暮らしている純間内になったの

だろう

さて，ここでは「帝京協」のト首の詩の内容及

び典拠によって！帝王がいる？i±lllJをめぐる視野と

創作への志向を述べる

奈川雄帝宅！奈川 雄たる干if宅

関谷目士皇居 函谷 j士たる患陪

続~Ji:千尋起純殿千尋；＠ち！

雌w・13雄総離宮百嫌余り

述~：，；盗殺i'\. 述~~ 3韮かにiijjに峻し

Jl¥Si阻迦凌雌 JI羽目 迎かに廠を凌ぐ

2；日限j国閥雲日府闘をI！［＼し

』；r,l・hYl/J"r給疏風煙締崩iを出す

第一l~iでは宮殿の在り処を品目立子し始め，「奈川」

と「関谷Jという地名を通して1主主主の形勢を表示
する 前者はうミ険を表L,i走者は問所を示し 地
勢の峻｜演と雄枠とをここに見ることができる そ

して。寝殿の離脱さと壮観については「ifil~，~選抜

淡（述~1：遥かに渓に接し） J，「飛iUi＠！凌滋（飛1日目

j出かに燥を凌ぐりという詩句によって際機が銀

河や天際と迎接するという悶速な勢いを表す つ

まり，「帝京協jの誌協は宮殿の地勢とその￥11'.Jj'i;'

さ，帝王がいる居所について述べることによって

告白まっている
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欲望長控M＂貞典 梁に紋りて士出典を観る

第二］＼＼ーでは，太宗は「'Eili!ii」一つまり籾廷から

「祭文」という所に移動する そこで貌lijj滞が設

置した「祭文観Jを典例として 帝王の悶＇i'l'を所
成する「？？を強制する そのほか「玉｜度税能関l
( :El'II i＼包附を砕き）」 と「余il!l彼Ill霊長（余ii曜日1忽ーを
蚊く）Jの二つの詩句にも故突が見える 「nlil叫j
とは「i可同Jを指し＂＂ 浪人を述赴｛させる言葉で
ある l:E問」と「余｛出は単純にi'lill:な闘と総

を指すだけでなく 封禅の儀式の欣~~にも関わ

る＂＇ そうしたjf;•楽によって自タベに帝王としての

身分と交任をここで決せる 悶iち！；キ「iにおける

名詞は単に~If絡について示すのみならず典放の

内筏まで考察すると解釈が得ら1c，その典故にも

多ill:但が見える つまり ここで求知心が向い態

度を去すほか1 「帝王jたる身分にあって＇）＇：［ ii）を

筑励する姿態もJくすね 太宗は！！[If立後そうした
怒j立を以て政策を行った

「太宗初路jfrjc,ll[lll jj二民生之lr..m弘文f:i1.rn 
選天 l、文似し令以本主［~ft将gi"cl：.給以五♂，！会

IJ!i. 'I!日街irr.以ll•ii朝）；とド自引入内股！ l討論ti't
』1;, fffi附政：Ji.l北笠夜分］う法 又；mmリu1'l三，＇，＇，＇，
巳f:Cf孫為弘文i!ii'i"'i:.J 
（太宗初めて減措j；し悶iち.IE般の友lこ於て

ij！、文館をあtく 天下の文似を紡選しす本1立を

以て兼ねてK｝；士に干；せしめ，給するに五Iii，の
珍IJi'iを以てL 'I!日にli'ifiIl，朝jを聴く1:1）！に

引きてJ人：jiJ1止に入り Jj'f典を討論し 政引をjffj

IU告し或は夜分に主りて乃ち能む又吊iし

て ffUJT1三，＼j＇，巳上の子孫を弘文部 1の学生と為

す）"' 

移歩11：前林， iJ去を移してifiJ林をIBで，

i'H＇ヰ！伏武＇.f('..i＇＇！を停めて ff，＼；疫を欣ぶ
蹴弓潟I明月，周［cc) I悶月を'bj'.l. 

店主将疑流m.絞応 疑ふらくは流況かと
賀！Jilli：寄J,t，；：弦，琵Wi 1;1ff弦にi容とし．

附il決？J；忽i括的J!i 急百1；に悲しむ
｜見mw.x多去し ll!Jftして誠に美多し。

Jj~、~t} ］去、倦談に於いて］］ち倦むを忘る

第三首では武妥をIii）くことについて述べている

日誌すべきは， T*Ji:<J]の梁武子古論告？と梁filj；主帝終総

のIll)にも「ii武安JについてI同和された誌がある
ということである まず梁武子fi＇が（jl)f/Cした f妥
詩」には 「JJニ殺心長Ifi1•，勝残巡未遍 自治非去

兵。閣安広一忘r，攻 （殺を止め心自ずから訴し.Jf 
にIJ幸ち道が米だ逝く l止がiiiまるに兵を去ること

ゴ［：ず闘が安んずるもら：に戦を忘れんや）Jとあ
る，，，， これは？論βiliJ］子路における「義人為J'[ij'.:[

11: iJ);j汀以！払筏去殺（詩人'J'I＼を為むることj'.:fii＇・な

らば亦灯、て妓に勝ち殺を去る司令し）」を典拠と

するゆJ JI.つ「公・f<<Jについては rn首認！「ぽ！ilHIJ 
における~L子と子災のIii）答を参照することができ

る 子資｜ヨ「必不得巳附去於j町三者何光」 1=1

「去.)i;,J （子百日く！「必ず巳むを得ずして去らば。
Wiの三者に於てMをか先にせんと」日く，「兵を
去らんJ）然るに忽武のことは＂／＼ ct.の二三事であり，
それ放梁武子il＇の詩作がまた「陪！安銃五五戦 jと自；；，，＼）

する しかしfi¥j文帝I脳陣の詩作「手口武官’：u：詩二首
…fl：利武W.'i総武安J＂＂に 1!EJfi炉問について述べて
いるほか。末勾に「Iド日i今己共，昭［｛奏云石＜j，返（I[i 

.，，，，今日に ~＇： し時'f!わくば云号•：の儀を奏でん） J と

i1Fかれた仲 すなわち市，jtjは式部に進8＇し？政局

をしずめたf追剥禅のiftr~を行うことを/rVJめる Ji1r,' 

籾はiiiに潟iiiの功紅iを袋めすぎているのではなく，

11・:1ニが天命を受けた後に行うべき「llfJTJ;；と大根j

をYD!>llJしていると忠われる＂＇ しかし＇ ijf~武官7は

封禅を念頭にii\: くにしても I 山~tのJi血がWEに北貌

のj;j'!地になっており さ手iiiIこ至って封禅の儀式を

行うことは不可能である そこで。会務の禅医iLlJ 

で』I鮮のjj¥ij＇（：を行うという fi虫色さえも／Jjされるがi

潜行郎のIii'！！！＇が鉛禅に対しての抗弁を力説した紡

来＇＂＇，染武帝｛立ii~！設を受It，議論も Iとも、昨 百七：u:
でI治綱と父iもが官1w1:t.,1間利した詩1[1に封事i：のiilliJ当

あることを見ると，少しは帯主としての梨f伎を期

解することができょう

凶

11!'Wi臨鎚館．主1lをI／！）し楽的に臨み。

眺13紋orNL 眺めl隠いて；rtmをj主ぶ
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第l!ll首では 楽館での音楽鑑賞を－rt占有している

ここで捕かれる音楽の様類は「i世歌J「自主；」と
いうi'.)j雅な音楽である 「彩胤取来自主＇ 3主的紛成

列（彩服］羽しみて来依し玄的紛らわしくして'.YIJ

を成す）Jと 盛世を象徴する胤周と， ffi!i峨（王子
の名手）に｜叫わる古・Wiの誕妙を表す典拠を示すF
ilなすべきは.r斡非子Jによると，納期iは f亡
悶の；」を Mt~JIJすることができるということであ

り ・;"[・O）＇ド公が．犯なる戸別で演奏し 特に「消

徴」の1111,V日をi陀きたがったとき， f:i!i慨は「徳のあ

るれ：tのみがj陪けるのですJと述べたが平公が
怨閉lしたのでやむを得ず抑くと＇ Jl：の後31:/iflが飛

んで米て列をなしてElったということである そ
う考えると，太宗の訪れに告かれた「壬、＂1i))Jも依

のある君主が聴く JillをII百示する それ欣作，＇，＇！， の

末旬に「去滋開店街聖書l 靴？？方河悦（~f, に削除Iの／li

を去らしめば＇ ~住j')j·方に悦ぶべき）J"＇と校訟を

日共起し，また音楽について「正戸」を強測してい

る

労反追逸趣，芳1豆逸i也に迫ひ
まニと

禁苑｛言多長13告苑 ft'~ に奇多し
ぎんが

椀形i且i英」二，怖のJf;; 淡の上と通じ
峠勢後雲危降の勢ひ雲に殺すほと起し

燃後交lfS映， i虫館 交ごもii@.Iりとし
おのず

花I.'.＼自参羨花l込 l~I から参差たり
かつ.，

fiiJ!(Jlj!Jtij敬跡，伊ij~日に鰍助、を撚ねようと！
m；虫f¥1おi也 75 ill T高池をftでょうか
第五首ではI ·＠；•やの：？？苑で遊1t したとき I 禁苑

で見た「椴Jf;;J，「附勢」I 「畑忽J11E.!c¥Jに妙な
所があると思ったという印象を述べている 末句

で反問する方式で，周穆王のように万里のJLlj征で

瑞池に行きはしないと述べている

自由 云

ールノ、

飛議去5•n主l，飛首長 or！主lに去り，
l均株併翠f!i. I間後で~！！.渚に ilifぶ

許可Ii]El 彩請し ？ドll司lこ El~J苦しれ。

相Iffl注香風部上 荷の処に 喬j拡を挙す

口M首相Ii仁！'iiI，主1£樹中川にi持ち，
波紋様長麟弦歌長艇に振ふ

ゃん、bhHa 
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第六首では＇ lllil的1でJiJ・を浮かべるという飽l味が
抗~：される ここでの「時i挑j，「羽2柱uは『楚
百IfJに』11.拠を持つといえる その詩訂正も決郎文部

!ii籾の楽府詩の「採：llillllJにも見える

主IH±1閥Vi浮却水江TUZHIT雨相似 i註疏芸品
折脊胤，，さ存胤起佐！日｛止採：lli1111. 使君

j主＂＇

（目駅間It主犯水に浮かびて。江花：um雨j[[

似たり 迷疏して絢折りて呑屈し起こる 香風

jEg こりて， l~iIJ fほし が’晃lillli.穏をして迷わ

しむ）

ここで述べられている廷の花が植えられた湖国

でJi］・を浮かべるという楽しみは中国南方特有の趣

味であり。 ｜ヒ方のiv,1日llii'tt抜出身の太宗はこのJ!JJl(ii

を想像できないかもしれない雨初で流行した

「釆：lliilllJを題材としての品作では主に妖物及び

女性がllilの花を撤む行為がJlli：かれたがお＇，そのJJ;l•

ffは洲市lのJi(色を通して笥躍でJ＼］・を浮かべる楽し

みをあらわし。 I十I籾楽lfli寺のJlli2手方式をl＼＼倣して

いると考えられる 末旬は「：な必扮符Jill，方為赦

＇.＼＇！：所（去に必ずしも沿河の 1111ならんや。ガに紋；虫

の月？と為す）」という反i問で結んでいる そこで
淡の武部が河東に行ヨトーし！古ことを祭記したという放

突を示す＂＇ L世史にかかわる』IL拠を使うほか序

文における「巡遊すべからずjという聡念とl呼応

している 寝殿が長安に佼置するにもかかわらず！

Ji]・を浮かべ遊貨できる環境は荷j'jのイメ ジであ

る それが太宗の創刊Xl＇.泌を過して陶朝楽附の
「ii'i·Jj[j」の絡；~IJから「部市IJJ の詩風に変わるお
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!ill科目｜雲綴 ffをj井jけて雲綴を引く

斜i'lll政府！ill，事［iiji 府！&IをI政しI

出j目lj需主的 ii'Uff1l こEWJを係るがす

第七一色では刃包と琴せiのjil;f'l'tについて述べてお

り.r日i;;HJl.lではこの持におjして以ドのように
汗治している

）.；：，；三目立色。 来自持梁i'i付。 本之1：有氏 「長

引511技初な＇・絞 J'Jj校拒，q;J.,m漆而淑＂＇ （太宗
lit:色， Y•'fiil~のまT’i'l· に l当 I）うJとたり 之を郎氏に

本づく 「長熔！1ザjの＂）に 1投じ， I主月＇I島民にf読

むJ.;m漆ありて淑し）
前述した六了！の詩｛午で拙かれた公的な定！Iiiと県な

り このfi:,¥'I：は情人的なな1111で 1;1 ~誌のす：趣によ

り月以をl'li'l'tしながられ寸！？している ｛部門した誌

を見ると 「来日英If大限 l~I （斜淡N'iINJを］政し）Jとい

う詩句は ;;41跳が作った「副Ii校｜品川：丞五常fffl:J

における「斜渓］政府政（斜淡昨Hfを］’す）」にm
似しており 太言、が市1;u1の詩作に学んでいること

が知られる ほかには求旬の rii'i'I＇見終末 till（出
lif1 :UJJを揺るがす）Jにおける 「＇it封jに［V,Jわる

.ylf故が少なくなく 多くは淡代のfe；延と伐の武1i¥'

にWI述がある すなわち竹品において宮殿をtlli

くのに使われた：1rn1も 市人の古lj作lこt疑えられた

ものなのである
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第八1¥rでは’日f止の却、しみを述べている 宴席を

設けた型IUJcrは「労反良司十I!,' 芳反（良に惜しむ可

し）J.古Hを無駄に授やさないためにI そのすば

らしいときに1山市をlifJいたのである 詩刊に鈍か

れたものにはじl計四J，「開放Jのような美食のほ
か！「千銭J＂＇を自 Jみ交わすことや 「l'i以Jが
「金イiJの淡をあわせて舞うほとの喜びなどがあ

る しかし故後には忘れず［こ自分にitなをj）！す

「w志没、jIi）？，忘・111'1i!＂’尺盤 （＂ιを得てτJ-11.C＞を重ん
じむ；を忘れf".T容を絡んず）J古Flを大切にして
＇（（＇.防を liflいたにもかかわらず瑚l性によって自分

を成似し：ぶを遂げた後は 寸暇を↑許しもうとい

うのである
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第九首では，妃蛾の（§しさを述べている ここ

で太宗は淡代の協肢でユあるill指定f l間的般を~IIll 

する )Jlj•;·t留は武干［，＇の太初元4にillてられ II自民；

殿は！車部のHufi・である組飛燕と叫が居住した場所

である” すなわち 人［II・にありな由、ら1111右tのご

とき美しさを！"C.~ じていることを YI！拠によって去す

ためにi先代のお殿及び妃i,ij1をiJIいたのである そ
のような美人がいるので問穆去のように懸剛と

いう仙坊には行かないのである

｝＼ 

i虫採草！i'Jlf逸，倣~，， :prびj主ひ~＼ii' く，

芳反良百J"ll'i'.芳反 良に惜しむ可し 以必：治問i儲＇ 1.iをiJ.て税制極ま I), 
3£iil¥i.之：兵器＇・ :i:ゴ淵 安在ドlこiiE:かび 悠？？｝、jHd回、悠然として剣山長想す

i端役向｛続的； ｜湖役 *'WI；に隙ぬ j;]i也、~fillim. 巻をJ止きて 1iiilliEをfr.. 
千銀ft発1r1。千餓 <11丙に合ひ 撫拐主4•l坑羽 射を術でて既往を討Iぬ
EH世；対金石百以金石に設ふ ヨ＇！i1i茅'::Ji約， ＇＂＇市Lえの~·；茨のつ約づ＇やかなるを望みv
l'l・ ;i;:jJ在、J'li]?'；！；.を得てτil没をillんじ 1店今開放出t今の｜品］臨t院きを限る
忘信：車1'1ミ壁 際を忘れ尺援を！！毘んず 人道！［＼i'.":j f(!: ＇人 ill i'i：；危；を恋み。
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虚心成政滋 J；｝伝ノ心にして 1諸説を戒む
つ

奉天；）flit＜敬！天を奉じて誠敬を掲くし，

l~f,民恩恵養民にl!;lみて窓越を思ふ

'1~替察忠誠：！替を納め f.t'、説lを望書し，

明科'IJ~J間食 事｜を明らかにして1ドIJ:il:をか、む
六五械lj)f,"I民六五誠に縫ぐこと難く，

四三非易fill.四三 仰ぐこと易きに非ず

肢待母：化敷。居者く淳化の蚊かるるを待ち！
はじめ つ

／］刷去亭＇！＇！ 方に云亭の響きを嗣がん

首3十l吉はそれまでの百ト1奇を総J』している 椛力
の］fi.'.. 
方が浮きiゆカ、る 「E主111茅茨約’｜陪今ill殿目（ （古

の4℃〆止約やかなるを望み，今のlll殿の肢しを断
る）J「H=W.ミJとは7討にきEが｛上んだ出Ji＇卜な民一月？を
指す それと今住んでいる宮殿と比1院することは

今日の対照をあらわす 「茅茨」も倹約の：¥3:1味に

加え一般まに比擬するCd主があると.＇~lわれる 倹

約的であることに加え，太宗はすなおに誌を受け

入れ＇ Jfllrtを明らかにするよう討なを促している
以後に謙った態度を以て日のように l~I 分の7むを表

す 「六五誠！日ti陸， I周三 ~l=l詰｛印（六五誠に綴ぐこ

と到ii：く 仰ぐこと易〈非ず）J'＂＇，聖＇ F.の遂を巡守
することが容易ではないことを知るからこそ， ii泣

終的に「政待1字化数（Jよく淳化の放かるるを待

ち）Jその後！初めて封担iiの伝統を継承すること
ができるとしたのである 災は，太宗は一生かけ

てこの現惣に透することができるようにカを尽く

している 例を挙げると I 貞観二十二年詔を下し

て主事おを建築したi時，正般の屋根のみを瓦でl互
い。他の所を茅で被えと嬰求された 以てfi1i索さ

を求め，聖王の先例に従ったのだ

正出t瓦夜，除f奇心一之J,j、茅！；む在d'i涼，務従f金

約 三百［貞淑］二 1－二年四月二卜凶il，太宗

以朝riri縦宮！務従卑1！！：＇終的人力 詰＇H寺匝日！
「唐発茅茨不羽l 以為俄徳不知発之I時！担

瓦為議築制之為，若於！！！f；瓦之段為奇L，茨者，

米為俊徳不事［之言。談話？史粉飾l之耳 j民今

櫛釆依子叡風之El，立寄，l；子有瓦之II寺！持為

Jlij俄，自＇I／；不詞i古者＿J"'
のニ

（正殿reにて桜ひ余るところ，皆之を茸く

E市云

に°51'：を以てし＇ IJ:. il'i涼に在り， j')Jめて倹約

lこ従う ［貞税］二十二年四月二十四日に

?iiり，太宗は離宮を新造するを以て，務めて

卑倹に従うも 終に人力を授やす侍匝に詐i

ひて｜ヨく，「唐突茅J；を漏らず！以て倹徳と

為す 努のIIキre.設となすこと無しと知ら
ず。然対の為なり。若し！瓦~！＼きのj込に於い

て茅茨を為すものは。未だ倹徳と為さず不

璃の言，悲し謡史之を粉飾するのみ II提は今

相ω品の日に於いて采総をtllへ！瓦有るII十に於
いて芳：茨を立て。将にi!fjf;貨を為L，自ずから

当に古者に謝らざるべしJ ）（ミEiW1鷹合
WJ巻30.) 

「務fE1金約（務めて倹約に従ふベし）Jと要求さ
れたのに！最7終日与~li人力（終に人力を授やす） J

となった 五:lj＇.；苛がill築されたことをめぐる5義論
もj,なくなく l 特に：三宗に額絡にi認を使役しない
ことを誠意した掛 その談論に対して。太宗は次

のように反論している 続発のH寺代には瓦が未だ

なかったので！おの居I叫が茅Jくでm根を被うのは
当然なことである。そう考えると，史；!I•に脅かれ

ている「不y~」という言l誌は単に粉飾するためで

はないかF 然るに太宗が述べるように！瓦があ

るのにこれで屋根を桜わず，代わりに茅茨を選ん

で：Hくことは自主的（自jl.［的）な「｛金約jであり！

上古の主主 舜よりさらに戒燃しようとi.J：識してい
るのである つまり，勝代に瓦がなかったにもか

かわらず，先::Eの道を守ろうとな識していること

は，ノミ宗自身が古人に！降るとも劣らないと思って

いるからである

しかしたとえ「帝京総」の内容が帝王の民み

深い行い，及びT!iの車：Eを模範として迫紐したい

という気持ちを表しているとしても，我々は太宗

が帝i立を取った｜祭の非常手段を無視することはで
きない，いわゆる玄武内の変である＂＇ 史ご占によ

ると，政変を決定したときの様子について，以 F

の記ii在がある

太宗；星加L米Jと 11＜又El「コ乙ヨミ以舜為何M人

也」日行占智文明l U乱恭允2包為子孝。為

＇£！；盟 :l.lli可議之乎 j府｛肝日「向｛史舜波井不
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出。佐1同魚絞之銘， iお得為孝子乎 塗齢~if下I

使成燥地之除。 7号待為翌壬1乎 小校受， χ1土
j低良イI以也 j太宗於是定計株主tt成及Jc
亡とおl
Iご1

（太宗返事E未だiJとせず。衆又日〈「火玉舜を
以て如何なる人と為すやjと i三iく内容哲

文I礼溢恭允議I 子と為すはネなり， iiと為

すはlliなり，：11(;くんぞ之を議すべきかJI自
僚i三lく「もし舜井を波ひてIllでざれば。自ず

から魚般の姥すと｜百jじ＇ J￥；くんぞ孝子と為す

ことを141'んか践を捻りて下らざればすな

わち娘伎の余りと成し 潟くんぞ践者と為す

ことを得んか小杖を受け χ杖を巡け良

にゆえん有るなりJ太宗是に於いて計を定
めて建1＆及び元吉を説、す） ( f Ill足f{11'］巻 64.

~！王元吉郎）

に｛よる）

批近の論文である f版l~fli\:l太子卒建成及妃掬）j虫

背謀長主Jには，出土した隠太子の墓誌に紋せてあ
る内容は！わずか六一｜字程度のものであると述べ

られている

大成放窓際王墓誌

主計，＼＇造成武徳九年六／月山日夜於 Jj(flili. 均

以／点悦二年歳次戊子正IJi己調州IJ-1三日半Tm

l~f.於WIJl·I長安！ilf,之出／｜湯原 m 

CFの詐は建成武徳九年六月間日京仰に於

いて￥~ず専を以て貞jfj/二！J＇政次！文子疋月

己開閉j 十三日手霞1Nii州長安Jjlf,の山陽})j（に

於いて：搾る）

i11終的に太宗と古｜；ドは「!l~王j のMi:'hを以て政

変を起こささるを符なくなった 政変を決断した

持？？？部1、の質問！におjして，太宗の河についての認

殺を答えられ＇ !l~去の！Ji－例を熟知iしていることが

わかる ！と設がjfH）.：された出＼この対話が収録さ

れた現［Ellは，太宗がE盟主を追is唱しているというイ
メージi'I＇りであり！政変の合鴻！院を表そうとして

はないだろうか しかし政争中に殺された兄弟に

対して。太宗は1JJiらをlJil人と同列に扱ったのであ

その後I 殺された｜認太子はお防！点、で葬られた

元太子は死後界人のように扱わil,i'.'!i社g品部ーがjf. 

られた「品川凌」に！能葬されることができなかっ

た＇＂

つまり I 「而京J;;iJの十首の誌は「帝王Jとい
う身分を持っている人llHのみが経験できることを

去している そう考えると，太宗は終生 Ii開設J,

rnB:Jを目指：としてl そのように称される人間
としてふさわしくなろうと希望している 前終的

には諜主の跡を椴示し封判；の儀式を過して帝位

の正統性を表そうとする それらは太宗が非＇ ii＼＇手

段によりtill位した後一生かけて総力努めていた汚

名返tの手段だと言えるのではないだろうか

る＂＂

i'I日早Iil:'lには 以下のように記殺されている

[ J.'j硯 j-;'; !Jl J 11六月半卯，認復lf.'!:£J.illii主i三i
i段太子， E文刻海陵車lj］ゴ元安l三Iill料cE. ([if; お わ り に

店主l'J巻3，太宗本紀）

(11六月半卯，目Hりをして級王建成を復して 「干r＞＇京協」の卜首の誌は！「迷逃すべからず jと
l!::l太子とi三iい！改めて海陵車lj］司元吉を封じて いうな織に沿って，宮殿の形勢を初めに祁Iき。絞

染刺:i：とElう） 後は盗王を模範として封榔に対する鍔往を表すこ

とによって結んでいる 「帝京筋jの内容は王に

X宗即位，追封建成為目、ヨ二，溢日限，以総改 帝王の視野と経慌をめぐって拙かれる故， ~lllJの

葬 ↑六年五月，又逃!I＇自主l 双子，括的依 封＇li'.EJ＇.’が故笑と現実が交錯したものになる何｛｜勾があ

'([j (f滋唐ゼl'J巻64.1r＆：太子建rill!'-,<.) ると思われる 唐の太宗にとってI 自身は＇€］＇臨す

（；：；：宗i立に如して， l.illi成を追封して足！.cEと為 る者｜；城の所有名ーであり，宮殿という空間iでユ行われ
す認してrr＆：とElい，継を以て改葬して る後；会！説111.遊ftTEに後宮の妃績との前l会も。

ト六年五月，又皇太子にj阜貯lして，訟なお！日 「W.'oEJという身分を持っている彼のみが経験す
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ることができる そして！詩｛午でユ裂かれた詩紛が

具体的に太宗の欲望を表現していなくても，我々

は文字の中に｜認されたな織を推察することができ

る この隠され， miされない立織は？古に；生fFの米

絡を自身を7成似する詩認を使って結ぶことによっ

て衣現され，最終第！協においては「1111終奏部I:

( 11111；千りて却を奏す）」という詩胤を通して自分の

認識を日め，「徳'I~ 」の境地に？£る” これはI冴

の末宗が即位した後の「帝二F」たる自身への希訟

のみではなく fi/,i家の道統における llli'.王J.Ii則
1りであることへの却！？奇によって生まれるな泌と
いえるかもしれない相l

さらにJ•;-;y_：における「滋賀；Jt'lif （災を釈して燕

をぷめJJにも表れているが太宗のな兇はそれ

と対照的なものである 「比児前，後 I淡512.!i民

主主持政 111"泉J 「羽猟J.ftJ応相如「子収J.日
林」！肌悶「Hi者liJ'¥'fl民此版文総i'?・1i'.!/If；添削

減， (J)lj後げ＇512をならべて見ると。 Hbt.11：の11・

以羽m，司潟州立IIの子収・ 1:.1'1<.JJ[問の間部fy)i
のJhl＼がii託銀されている それらの文体は浮:Ii＜にし
て。在)J,;r！；するにもJi"；主主である）Jル太宗の賦にあj
するjJt:;rーが多品は~f日併できる その上で「詩語

；止、jの伝統から考えると l ~~·を fillれすることで7ぶ

を述べることは適当である 即ち，単なる ~!Iiiの

Jl/r巧’ではなく 'C'lliJ を＇l•Tlil として志を述べている

作品だといえる 前iiliしたように。詩作に捕かれ

た？~lllJ と志向は帝王としての身分がなければ絞験

できるものではない そう考えると，太宗が作ら

れた「併京協jが強調するのは「帝Jの「京Jで
あるということだろう そして深く ｛＇！＇品の詰iJfF'.0:

l~I に.＇，＼lいを巡らせると，「上I梢1」が故終的なfllHJ

の対象であるということは. ＇主主たる太宗が市 i立
の l!E柑CJ’i'tを世i測するためといえるのではない
だろうか しかし 封怖の儀式に対する企望の念

を抱いていたにもかかわらず太宗はJ'Jlijiの儀式

を一生政尖行しなかった心l

初＠・に創作した京城を題材としての詩作におい

て。本杭は！去の太宗が何られた「帝京~」におけ

る「帝： 'J が椛力を及［ます＇~lllJ での行い及び｛tf.{

について論じている 将来はそのほかの京城を挑

'.fl, ＇.する f'l•r泊におIする研究も行いたい，それによっ

て典なる京城の空間イメージを示したいのである

的王、

J主

I) 「千百京協」についての論文は ！＆村山手子 f二つ
の 5帝京x.:u 庶太宗と出資l：」（「中間併合
論集J::ti 39 H. 2010 >1•J. I司rmi l'I :E TWi Ji< 
1.:uと日目天武后の治時駐車1JI「日本中剖学会卒fU
~＇ 64立＼， 2012年）何枚尖「多及川j城市開於
初ぽ幾首サ；J）（詩作J(f中間引相lJi 斡問中関与合9
2014 'I'・）がある
2）字文I町安（StephenOwen）は京城符について！
「京j成詩校生自i'HtJfl文字i存続，絞早的一被f!.',¥1充足
jJ1;1於取法的京！＆賦 iii些京城l欧針長安fl甘ん星耳！方
式！釘1片Ef！向車府代符Mr1；•；代読者者的京城詩J毛布一

if.：姿1自！＇.'iii 第二J!iJ<：嬰的俳統派＇I•Ii守京城出t,
開始於飽munr!!Vi城拭JZ主民成，，，配i；’'illi1¥f.
（京i成詩は二抑制の文学の伝統治、ら当まれている
阜い；＇Jの伝統は後慌のJ）（城J!o＼に起出lを持つ j)( 
j成賦において長安を対訳とするときのT砕き方を
知iることは J,!fftの読者のために創刊されたj)(
j成詩をJJJ!併する際に庶嬰なな義がある ｝二つ
自の市、史な伝統もμ城l拭から派＇leL.，胞！！＼＼の
r;1111;1剣山」に始まり 古lit泳怯i持へと発脱してい
る）jとぬじている (j＇｛廿イE訳 f初J,'f"#l，聯
*'UUI限引台北 2007年 l15-116 ¥'I) 
3 I 只主！捻寸「J:ff太宗集j（隙間人民日1版制 1986 
イド）の統計によれば胞の太宗の詩作は 105詰
があり. I吠が5v;，；ある 本稿における太5誌の刊
品は 祈たにff',J医された；J,lf太宗会終佼iti（天
ii勺＇i持¥'II＼版社.2004 ii＇.）を成本とした
4) J,IJO）太：；，がj；＼•っていた「弘正J の身分と詩刊に

｜叫す。研究については？同｛符訪問l'；（；、宗1？.＇・3身
伶＼lj.JI,：詩歌印日Ii及告ilfFlllll!ll係之研究J（悶立台湾
問＇＂＇＂大平目立： L論文.2Q07il＇.）が参考になる
5) ！』の 7-~~·、のj'fir'il：に対して lil も詳しい研究成県が
ミ容されているのはJackW. Chen, T/Je Poctics 0/' 
Sove陀ig111y Oo Emperor Toi=mig o/' 1//e Tα11g 
D川削帆 HarvardAsia Center, 20 I 0である日I眺
非はでの「白剤」において.r本初第六J;'i和第七
市分別討論主＼I説的空川iii設 H陀i. 刀、及｛•＼＇
術的i時II日民f)l一一一儀式特別J止Jl{Ufc大政治
文化立義的封澗l儀式 （本討の第六車と第七市
では！それぞれ話機を別ける空lllf一一宮殿
及び≪r・怖を恐悦するl昨日l 儀式。特に111些
な政治文化的忠義を持つ封担flの儀式について治
じているけと述べていゐ （対1JOIJ文哲研究m
fljj l;fj 38出1Jilrllll.2011 ii' 3 JJ. 305 ）＇［）第六 r;'c
の主題は賦文を過しての・：If般の！Iii＇らである 第
七市では「品以初」の迎お諸について論じる他

{o＼械を制Iする儀式一一封判zをifliして詩frにつ
いて解釈している そして筆者も太宗がJ:."i'i
のmr及び封禅に追誕の念を感じていることに
ほ目する故 JackW. Ch叩の冶l討を引ITIしてい
る

6 I 『全li'l'詩j箔冊（'f' 1i<l1i'悶 2008年頁 I）参
II(( 

7) 本航での「；·；；京芯i」に l~Iする訓jtの剖i分は説付
山手子「二つの「’品京ね」一一店太宗と治資王」
(f中f'lcl文学治集1.39号.2010 ij＇.）を参照
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s I 「成jl立売が｛乍った梨1111といわれ！「兆jは好怨
が作った2鳥rlliといわれる 「ぽ京日iJ月号のは＇fl!
16 I 引先太宗 :i~us校iJj. 4 ）＇［）参照
9 I 抑Ul,ifにおける君主たちがJ:.11iの1.VlcFをJ佐賀する
心型！はどのように当みti',されたのかについて
w.i・にぽの太宗が時代のll'EEをi自得する心耳I!状態
に！叫するみ託は Iむ.l'.il:方；府代的自民史J己惚jI間
立）；（日号大中出版中心 2011 if'.)第一市第一節が
参考になる
10) 「目立ほIJは河間的別！iF. fl,!J太宗全集校；ti1 n 
を多目立

Ill 「全地jはよJ仰の慌を行うFt¥に五簡を践するcEB'l
にl'.1！わせるためにIllいたものを指す
n.'f太宗全集校日:j7討を参！出 これに関する

t.U典もある「l•!W封託金川銀総成lヨおiii'.金
ii!!. j: I之l'illi山J( f 1'11.芯通.iJ,j)五） 「然神経任
Ii~＼.：：徒全部，日時前於叩H託之l(.f. 封勝於瑞！('i ；と

l仔 ifiii＇ト！諮問也 J（；後i宮市i在82J:. Hi官
タi仰I{:.) l技会｛i世間jj民夫鎚！間：Ii出前，，i地統」
（；市内jllj｛きl向＇Iii＇紀上）

12) l,ifの文京は即位する以前にも li~Iこ知1,;f，占の吸収を

•Tl倒していた しかしそれは尚武の気胤を
持っている限ih官接｜羽目Hr!l肢の主流丈fとではな
い 'lii'f>i：に就し、た校。太宗は'I!に服lとに純をボ
めるLど引をmutる これについては 1t<1U1
j'l,lf ft的桜山必俗.！ （倒立京的大平ii¥I挺中心
20日年第一市治…i存 60-rosmを哲郎

日） 央競J¥1.』I保成u＇校；f｛悶政嬰処佼.il'i'''li1i'J;J. 
2003年）をじ「；：；f，活字」第二ト七.375 H.冷
きF丈は訴状i悼文大系96frf間政安打（！りj治
:'r院a 1979年φs49roによる

14) 迩欽立制佼；光奈泌総＇III甘lヒ初訪中；（！｝Ii毎日1
！日必l台北 1991年 1528l'O. 
151 l)fjj以j:5. llll出JI・はTheP" ics of So •c同町g ly 
On Empcrm Taizcng of the Tang Dynastyに対する
「；tr汗Jにおいてもこの待作について指摘してい
る !'( 305を参照

161 j1JJ：京朝I校；先帯決裂＼：＼＇rli北朝］詩中j(.'}I海II¥
J:iil.I: i 台北。 199111:.1930 1931訂）

17) Wf•I＜！ヨ 「， 1；者対楽11.1椛決文日じ卜ご： •ii, ff[jiJHJ 
｝苛『；己汗ト有二.1:;. l'U!!f:1HUサ！，手山 品ljt云三、 慮
義封奈Lil，料云云神；；｝主Jj'!Li.抑云云炎併
』•JM山部云云＼＜＇i ＂官長H手；Li. 融不：•：•：. J a史
必.i｛き二卜八。主I都千l'l.
181 )£/i~王者初法則干f封郎之可＇Ji·. ; t以Jt成f))i台於
やjtlijj苛［江夫HU1汗 m；物之内r始 1LJJ，百者誌1
i.l之ior宅故；j(；と物本，・！＇.・於 JI;jt；，収Wlri曲。
必』ior宅渋Jl;li'i.l訪日ljd目之封印1Jtft興則
,i¥'I之市ii.然fill封税者。 l：背！剖務之大裕也 1:1＇耳、
Jl;J治不11Hl議Wi'Ji. 功不UJ，；百耳、＇ i~i'!)' tl i扱
（公安 f後出＇＂記 J＇き八光武＇ ic"ii＼＇紀）

191 時打川j封合！Ni''i！悶山者！尚担l雅好稔＇ I!;!集f:l,j［戸
之土，.，.，：封開眠時欲frお低以為不可悶ill
議LI.I院議録申ii汗；子、i j止為iii¥狩 ［市tMl0苧j鈎
決云 iIヲ奈Lil.'';iii柴僚！市ii＇乎巣市主 lj'fi ＂~ 
1虫此ii/111'之rlli,;ri. 'I＇正和i之辺諸也J（！染i'i'.!
rJ;四ー1 5司法的）

20) i時jg討.19.「f』担［）；＆納之凶挑むum誌郁制骨
¥J答訓告rJ1沿道日 J

211 J)B姉氾令＇＂郷町正之 i)j' ！ヱ浮誠之 米終φ削j
R官僚JL之日此亡附之llif.司、百Jj茎ill. (';/) 
ド公El.「此追突／ILj附峨臼 「此自tli＼昌之所作，
"¥ ./,Jlj百五百i之祭也。及武cF伐材 附廷w定五
於撚水而自投欣llililtili'者必於絞水之上 先凶
』t!l't者Jt凶必削不可遂J'I＇公ICJ. 「 i~ 人j苛好
r.・ n・ u包＇ f・!t使i茎之則市以＇＇ Jc之 j平公Ii可制附
lei. 「』tili ，，持和＇） ~1 也 J 自Ii即ii], lJtiij［訂Jii'iuu也j
f臼。「消印刷古i'Q；千 J附町iIJ. 「耳、釦lii'i紋 j
公［J.「消似可11nio1i司f.J帥略目！「不可＇ i1i之
！出ii'if設'K-1＇＼有i:i＼（祐之宮山今封?cti:!iiW.不JiUJ.
1出J平公正｜。「ii;人之i¥i好者？干也I 店i試j出之j
抑1帆ね巳扱苧i似－：J法J誌盟三五ェ
よ立rliHボ集於rn:1”！之地 iヰ安之阿列 ゴ：：？！之
活鼠市jl！弘 /;I"災前if!fc. （；料＂！＇Iif主三。 I i品）

22) 総小＂＇＇「 llt1E W太宗総議文化立~l'il丈！｝主忠T出店j
伐心JI！＇丈史1'.U2001 "I'., 主任299矧）

231 巡欽立桁佼；光栄民税＇＂＇ r討叱＇:rJl,;# F.I (!}Ii/HI¥ 
l担制台北 1991年 1925¥'.iiを参H在 Jack
IV. Chen., The Po山csof So叫.－cigHy On E1叩cror
Taizong of the Tang Dynasly. I Cmnbridgム MA
Harvard Asia Ccn "" 2010）もこの持作を指摘し
ている 369討を会！日｛

24) 余ff}llfi「＇I'ff・¥l丈平＂I＇的保 illi:i'.題研究」 !fit！以郎
絶大ii¥丈i}I院平字！日仁第4WI. 20位年＇ 10民）
を合間

251 J:fr＋河恥耐）百：！：.. ¥Iii悦帝京欣71.＼. 中流典的
1:rnu::,. 1:.ifxit J; 1i1作私見僻I'!.rl)d51＼但サi'I
Ji1陀 1江本渋滞サ脱出臨時u有持分部有1i.搬
出人分不能忘花処刑サ消沿i"f.j北中流サJ弘主
波縮技！！日サ授伴欣長I；幾扱サ沢·l,'i'多 '.1-'i!IJ~
！？年サ奈老何J（；丈i笠j{,) 45. 「秋15c＼計ii'li'Jl.

26) ＂＇百ト削 l＼；はごつの嬰点を指摘している まず
北方にあるr>1K11i1林で起を航えることは1市。f時代で臨んに？？われており。私人の別波及び
1;<,1，くのHr！休にしばしば見ることができること
(J抑制iJ24の論文 1I 引を多目立） なお 「川辺係
:ill tf ・ 11!1 l!!JJIT苦消数的流行間的入｜じJi.tillii1"i先
生のぬ丈「ll~l.1fii'i'説的支i存者Iii祭府詩的興政J
i刊l有制iF的論i虫採lill之、＇Ji・liili']Jミ.F. .IE泣：It人
側m:i:1詩文化ー倒典型例芯 ｜卦応接間Hl''i＇大玉t
n雌JI'j「・m，；寺J.日¥JU首引i1'i'前i祭Iii的主張特色。
如l今也fjli若持：）lli之担迅i11会問 (jお卓1111も山梨
の流行に従い：Ith'に伝わった ~~院予rn：のみ丈
である II~白山梨的支i在者l山梨l荷詩的興l~J に
}j，干のように述べられている 「1<1:主jが i止を
li:llfiしたことは北方人が臼斑文化に側認した
…つの典！日的な［予防lである 「採；'HJという行い
は多くの「住成な丈市」ゃ「的詩jをlj：み11¥す
元々はそれは首j朝！の消尚誕！日の主張な特色であ

るが今も「保連jの流行に来って全閣にi'i止
しているけと述べている (j iilll余持聞のぬ文
12災をき主JI日）

27）限時＇： r日f諸践.I｛き 初計f'1'i CE二＂＇1ii!:J 
計四w全市珍本J364 II仕にJj＇（人 Mil奇術務向Ii＇！＇卸i
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1971 ifC，三楽表） i起斡＇J( r＠・史考緋j所収 ［！日］台北中華帯周
28) 日u：~子J I首服からIH典している 「お舜千鈍 1965 if•）を参照半世J榔氏は日函館j などの史
fl子百j弧」長i率規矩也締 f利刻本尚子大成約一 料を引Illして！ほの太宗が史官の記if主に介入し。
相J（汲；1illi'I毘I 1975年。 504頁）を参照 玄武l"Iの変の！点闘を自己に対して有利な方向に

29) 成部起w.后居llBI'＆般競飛熊i:u主総ijc,<I!!有女;JiJ, 導いたとjfli論している [l;lf拘丈斡Jj(僻述コ王子主tt
供1；＼総好， ft傾後＇／）；. （『＝： 1~i賞翻J巻之0:) 成寺附Jm'r't'考割問所Jlil,Cl日］台北中華？！？局

30) 六五」は六王 m:m.悶渇，周武王！品j成主， 1965 ii三 日4-117頁）を参rm.日出鐙』には以下
問!Ji王！周移ヨミ）！五1i'(jl／’市！出ri!i'i.'?fiji¥, ,;,• のように記載されている

i'8, ＇，＇／，＇舜）を指す「悶三 jは問王 m1九閥均？ 『i且鍛；巻 197.点部tトヒ年七丹保
j持丈ヨミ。朋武3ミ）。三五 m同I 閥均I 胤文D 初！上制監修闘史房玄向ti＂！，「前 llt史官所記！
を指す ff,！ドミ宗全集校itJ（天j:!t;'i'11:' iJ',版ね！ 皆不令人五克之！伊i)I!!.J ~t 日，「史官不h佐美！
2004年 14頁）を参加 不隠!L＇＼. 若人王見之必怒，放不敢紙也jJ：.日｝

31) この内容は次の点佼本を参照 fidf合'!l!J:.J ( !:. 「朕之為心 "i＊於前ill：帝：E.欲自i世間史。知前日
海古籍出版担 1991 if'. 647 )ii')' 4品計百：時'i1 之総為後＊之ft！／：，公可撰次以IHI.j詞：議大夫除
'!l!校ot'J（西安三~·出版社＇ 2012年＇ 478 479 子幸子uヨ！「陛下!ill総司E!号！場無i白＇）＇＇・史官所述
工j)' 両討は「武m止紫珍版iHll•J 系統の江続投 議ir，；；註議陛下街路？止皇居J於司iJrri失帯以此
局本（日i光緒年！日j刊）を！氏本に。 ti革開設館所 法｛事示子孫！議？／；＼＼＇［，玄之後或•r•上智，飾剖－~
;,;x矧磁の抄本による校訂や！ほかの史書との対 短。史官必不免刑111：.如此！別英不才1;1'1＼‘月nE言。
校を行って成立しているものである鍛者も 全身ili'M.悠悠千；！出。刊rn了伝子 所以前代不WL
f正淵11,J四郎会おJOlliff!間務印書館 1983 if'., ;r:為ntl!!.J k不1:1..玄白＇｝）興産fγJi中WI'敬宗等l刷
第606附， 413）＇［）を参照その内務は次のよ 為 fo'lilJU.f今J：：］（銀i発也容成 t之 !:. 
うにぷ載されている 「五二卜二年凹月二時間日， 見性六月1'4日＇Ji Jli多微俗説玄齢日 「M＇聞王
k；主以1iill詰m百，務1ft!¥l依l j什Y人力許j侍｜主 ,:HI'.祭以安!Iii.事；似I）叔牙以存f’J！日：之所以！
U, l.'H'tl茅茨不rj'i，以為f古i:t!.不知発之l時飢瓦。 晴、矧j止耳。史1":何抑r;.J nu命i引l去浮；oJ.世〔詐民
ィ、仰耳、： i~、 ~＇＇ 'Ji. WI於加1I之ぷJ;'!i'iJ、者未211金
似不~＂之iヨ，；／：i'l'f'と粉飾之』；i 以今f品来持1 良部はi'Ji＼とを閲覧すべきではない，これがi主
似民之日，立Jト丸子千j瓦之比I'. :i同 ZI節倹！自 ·1:•1 Fが3己主に:ti しておJ した：~！ 8＇である 房玄mt
不J」甘i1f者 ・J （句J'ii.＼はflt）＇；・がつけた） l'h! とt汗紋宗は太宗の'!l!：ヲ！を受けて fTf!ikJを編;w;
に表たる筒iYiはii.ft本にH己｝脱されている郎丈と し奏上した しかし太宗は「六月間El'Ji. （玄武
wなる丈淵11,J四時金計本には「伽五九芯」 ！”jの変）Jについてな児があり i 「命削去浮詞！
「梨jf之為」という旬がないほか 点佼本にない i!'i11f!l:!Jりという随所を見ると 末宗が史官の
「不伴不以茅茨」が」世せてある そのJIHUについ 縦型、過程に介入したことがわかる そして李総

て？ 七海古'1fll!IV.i全i本は次のように旬統点が1•1 制~＼：も山首している 「尚!I太宗Vl'liW!i成以後
いている 「不知l克之時。無瓦為絞従I 剥之為！ 太子JJ!成TU粉丈幹同Jj(似臼成為定案。五代iJ;¥1却！
1＼於加瓦之主；i 為・:r:：；究者，未為｛古徳j f/;!f合攻 拘刊硲店準＇ :1＜欧間修作事i白書均t平)C,¥li.司お
校i立tJの句読＂＂＇「不知克之 i時， J!!i；瓦為 ~r.. t目、 光作＇tti古通鑑仰lUti!/1＇ヰ，:Ii.民i山立111.'f鐙（氾机
利之為！若於！！！Gt之此為茅茨者，未為俄総J 向指%）等技英不11＜~長足ぷl i " (l,'Jj机・太宗に
もL海古i1；出版村本とほぼ一致している 文淵 より わ主主主Jが修成されて以降＇ l主コ王子学illI庇
県j間五tr.全役本の原文は点校本と拠なる処がある と純文幹が共に謀反したことは主主＂ilとなった
にもかかわらず！文脈を考える lニで， 111'者は次 五代の劉II却が fl日暗殺j 宋のl'J；附修が f新法
のように句読点を付けた 「則於無瓦之政為！／＇茨 jlFJをid終したときも共にこの論点を採用した
者。米為倫琵1 (U[lち瓦扱きの肢に)j~、いてJ子宮、を 可馬光が m泊i岳鑑Jをfr；った僚も f筑前¥jの
為すものは．米だ倹徒、と為さず )J.l ij方の句読 説をi:n川した ほかの史111＇.例えば f庶鐙j（氾
／！，を付ける方式と文脈を考えると，丈淵11,11田町 有［／f;j尭）なども！例外なしにら1この論点をは：川
全治本にjl＇.なる随所があるものの話 ii］を現111平 した ') J (I司掲111''117 l'[) ' 李樹制氏の立場で
するには凹咋会計本の／jj（文が良いと考える そ は J,!f代史料を記殺する¥I.'jlfは全てi司紋宗が末
れ放 r!fll'fJ嬰jの原文は rr;ir1cn型：校校jに拠I), 宗のな見を受けて編纂した f1'rlik！の史料を採
日II読の{ii＼分はrrnlili.!t1 ＇：•本のI人］百に法づいている ！日した故，玄武門の変の）＇＼＇.Jiを反映することが

32) 光容徐氏は涼めた 『点観政＇~J 巻 9 （ ~'!JIJ:'.jj!, できないと考える なお，布目別狐印1/Ji!f史研
;lit!~＇.成立3校『点制政'!l!集校L 492 494 :rn.『j!J, 究－1,1p：抑制l/iOJ形成； rn;1平史研究合＇ 19同
山者J巻51を参照 ij＇.）下品：11(＼二i：；：と第三市では！「玄武門の変」に

33) ；純手｜ー子；「五百t」から，＇［＼典している 「発之主天 ｜期する詳しい論説がある

下I!!.茅茨不純釆核不悶fJ Ri率制矩l!!liiif相l 35) fl日店担行巻64MU：元官似そして？新l;!fjlF j 
主j本路子火ll!i:第五＞！UiJ（汲古；！？院＇ 1975 ii'→， 431 巻105長孫i!!I：忌仰においてはl iミ孫it忌の建設
頁）を参開 を明記している 「息太子建成砂主 :E病， wと府

34) 玄武l"Jの変に限iする研究は！字詰I制「初店宗主 f仏政 iJj玄l:H1;¥'J元忌！＇I禍隙己牙！敗不liii<fi失
1111相Ji出i係的証i11.!J。「玄武l"I之~及其針政治的 夫就大言i者逃前日行、品l公！？？以前lit¥'，談也遂IJ¥
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入ElIo. ,\,'i先 •Jr.,;1';とi I去泊先忌iヨ大£以
坪i''i削i人

16) mi＆死l昨年三 i八良子太fJi¥1＇示宗早平次子
安l控王示迫。河京：E承徳I 武宏一：E＊訓 汝i有五
if（／りj ll!JJHA<il1並＇i':,;1：.太宗1111m:. ill封ill／主
lt.@.1:. ，，，：日 1:2. 以織改1~ iドH ;!"i＇、於’日秋
l"J ＇）~；：と持京！仰Wit子組Ell叫1；桂成品l 卜六if'
/J:JJ' y_追！日1C;t太子誌の｛ム向（fi1il.'i'i1i'J巻
64, f;;'.i'kTIB成j!I,(),
元自！Ellii"il＇二十山手 j五子梁lllU'.lf<栄漁

ぬi－＊録。 'i'l"i< .I承＇！Jt.iHLFA<ln. 災防：I一本
！立並坐.：1：.キ＼・.；n；世ill／ι7じ111泌総太宗総俳
迫N・il:古為海i凌出1 ，，註l'I判以政改深山間
！六年！又j且対県1:. ,:;:un 故， i江以•ND日l為元
f了後 (I終日f'11i:J巻64,染五元古閑）

37) 巳述rm 「政 J,'f!;：＇.＇太子宇 ill 成及紀紺；問者~－（芯」
（？占体制Ii純二三i｝＼平討u2014 iド第3地141-so m 
を参加 11二強「f引！？宇佐成及妃郊悶；gムヰ：」
l!J.if'＇とみi投jおISJVJ.20141ド＇ 229-236 )'i)に
は「／.＇：；間以」の佼慌が説明されている 「／，If山防

御為今！？立安市長安出邦制！!I.向的自t在＇t!il之凶
片J)j （／，守0）出.，1rV1i出はJJI砲のi'li’久iii'iと安l主羽；tl:ll'i
であり 出向j却がさWIの阿山)jにある）J 1230 

)'.()' なお＇ ｝，＇（志においては. r大I／［＇此むローi＇~＇ 
Aちjの「防」守が11却lされた瓜油、があると指摘
されている 1210rn. ；山合事：jに隠双子の泌
庁にJY,jする史料がj段っている r 1'1間二均三月
有百lお必必 U；民 l令改必市ζ 担t屯；；； 1~t;
1設，又不泊。 Jうn孟！＇I段J(f/;lfY7嬰； {i;80「，：；主
法下J)' ！｛！；みと対fl'／！足Jの史料を参考にする
と。「liJJ::[:1土主ljまれた元A宜むを日主主ljしたことが

わかると ＇＂＇＇論文も指摘している 12iom. 
38) 1~＇；1 ！＇己保「公安域郊主主）＼＇（且初i託11111也iJ （；同研究j
治9｛き月rJIX.2003 ii')参照 11；，民保！＼；が指摘す

るように 山lil':¥1百の二 j・一人の子供のい・I（大

議以外）十i別人が「紋l在jで陥持された ほか
の七人は m成と冗i＇＇以外＝子の昨 yE支給が
111111：し立問で1~ られた Ji:方もWW：して 1~J出
不明である 他の三人は悶犯したり殺されたり
したが こちらも葬地不明である（418)'.(), し
かしI このように弘子や功院が併段で陪非され
る制度は政治と経済が版協で玄宗朝以降ii与えて
いたともI守的されている r422rn. 

39) Jack W. Chenの持i'rThe Pocti" of Sovereignty 
On Emperor Taizong of the Tang 口ynasty.
(Cambridge, MA llarvard Asia Center, 20 I 0）第七
市の題IIは On“TheImperial Capital Poems 
Ritual Sovereignty and Imperial Askcsisであり

Aske剖s とは「~－~慾j を指すなお， fill' 訪問淵
集jにおいては r1111終発靴Jが「引｝江口，Jの第

十首に対する詳，mとなる 隙11'1海五m f!H.cr公
社iゴ（樹氏￥xl'UJ＇，版本｜ 1995 i[' 3 lTIをき主rm.
「1111終発雅」のIL',JI＼は 「持段以l＼昨日立之賦的
lヨ附胤ー.Jm郊術之IJJ, ill！終tfrl：？，刊。不臼戯
予」 mヲ：11i'J毛主五 1・七 司防相官Iii",<.)

40) lifil弘法4. ""' :'. "'' r•,w王身分ド(10 詩歌段目';J が
参考になる

41 I 央自1Jl¥ m保成集校；点日l政~民校j （北京i↓111'<:
',tJ q, 2003 jド）告じ「白骨丈史J第二｜八， 387
]'[, 訓況の：：1：分は剥r1JUA丈大系 96rn矧政史
TJ (IVJif111l＇院＇ 1979 ii'. 561民）を参照

421 i［税のi吐では，刊j廷ではょせjiiiの慌についての淡

論が始終行われていた 太宗にもH神の依を行
おうというな欲はあったが以後まで行わな
かった 点仰のIiトにおける朝廷と太宗の封押の

悦に附する議諭＇ !fl.びit終的に行わなかったIJ;l
｜引については，何平定 5巡持拠封開封ill政if;
的文化枇近、；（内科1咋付。 2叩3if'- 321 332 1'0 
が参考になる
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The Space of the Emperor-On the Imperial Capital Poems of Tang Taizong 

Ling-yun CHANG 

Graduate School of Human and Environmental Studi°', 

Kyoto Uni、crsity,Kyoto 606 850 I Japan 

Summm'J' This paper focuses on Tang Taizong’s Dリingpian(imperial Capital Poems I, discug,es the 
allusion of the poems and explores the deeper meaning of the co<Hents, The series of the poems 'Diりingpian”
not only dewibcd the palace and the activ山田ofthe emperor, but also conveyed moralization and teaehing in 

ideal in the ending section, These poems depieted the“space”m which the emperor lived, starting from the 
palaec routines, and ending with a yearning for Fengshan eeremony. In sueh power space, Tang Taizong’s 

Dりingpiandisplays the performance and the prospeet by an emperor, who was conscious of being a 
“1nonar℃lピ，、.vhichnicml' he attempted to sate his ambition in the backdrop where he was in. Sueh ambition 
and lite in the palace can only be experienced by those with theαnperor status, thus it is in eon cc eel with the 

title“Dリmg”、vlnchmeans the capllal of emperor 




